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8月3日（金）に労使会議を開催しま
した。スズキ労連は毎年、加盟単組の
委員長を含む中央執行委員と会社社
長が一堂に集まり『スズキ労連・労使
会議』を開催しております。労使会議
ではスズキグループの労使の信頼関
係をより一層深めるとともにスズキ
グループとしての会社施策の確認、労
使での課題認識の共有化、労働条件の
向上、会社業績の向上について意見交
換を行っています。今年は労使双方で
50名が参加しました。
世界経済を見ると、2008年のリーマ
ンショックから立ち直りかけた中で、

欧州に端を発した新たな経済危機に直面しており、中国をはじめとする新興国においても、これまでのような経済成長
に陰りが見え始めています。国内に目を向けると、超円高水準やデフレの継続、社会保障費の増大や財政状況の悪化な
ど、先行きが不透明な状況が続いています。
こうした中、今年の労使会議では国内生産についての今後の見通しやライバルメーカーとの競争に打ち勝つための会
社施策など、多岐に渉るテーマについて意見交換を行いました。また、スズキ㈱国内営業本部と生産本部からは現在のス
ズキグループの業績や将来に向けた今後の取り組みについて講演をいただき、スズキグループが置かれている厳しい現
状と課題について労使での認識を共有化するとともに、ますます厳しさが増すであろう国内外での競争に生き残るた
め、今まで以上に労使の一体感を強め、信頼関係を深めていくことの重要性について再確認しました。

［スズキ労連］　機関誌に対するご意見・ご要望が
ございましたら編集部までお気軽にお寄せ下さい。
［スズキ労連］　機関誌に対するご意見・ご要望が
ございましたら編集部までお気軽にお寄せ下さい。
［スズキ労連］　機関誌に対するご意見・ご要望が
ございましたら編集部までお気軽にお寄せ下さい。

編集部　〒432-8062 浜松市南区増楽町20
TEL.053-447-3079　FAX.053-440-2838
e-mail : yhori@suzuki-union.or.jp

◇スズキ労連ホームページ◇
http://saw.gogo.tc/

＊スズキ労連の福利厚生・スズキ労連機関紙
共通パスワード… saw2007＊月～金 9：00～19：00

相談無料・秘密厳守

0120-500-073

スズキ労連

労働相談
窓口
労働相談
窓口

こんな時にはお電話を!

どんなことでもOK!
お気軽にご相談下さい。

仕事、職場、労働条件、
コンプライアンス、人間
関係、私生活・・・
悩みはいろいろあるけ
れど、職場ではちょっと
相談しにくいなぁ。

新規加入の方
2012年9月3日（月）～10月26日(金）[スズキ労連必着]

口数変更の方
2012年9月3日（月）～11月8日（木）[スズキ労連必着]

申込み受付期間

『秋募集』期間中!! 加入チャンスは年２回!

詳しくは、パンフレットをご覧ください。（組合事務所・書記局にあります！）

自動車総連・積立年金自動車総連・積立年金自動車総連・積立年金

2012年スズキ労連・労使会議 開催2012年スズキ労連・労使会議 開催2012年スズキ労連・労使会議 開催

◇日　時：2012年8月3日（金）
◇場　所：グランドホテル浜松4F　スズキゲストハウス
◇出席者：組合側29名　　会社側21名
◇内　容：
　1）スズキ労連　古川会長挨拶
　2）スズキ㈱　内田常務役員挨拶
　3）自己紹介
　4）スズキ労連の活動紹介　根木事務局長
　5）スズキ㈱講演
　　①国内市場の状況と今後の国内販売戦略について
　　　スズキ㈱　佐藤常務役員
　　②今後の国内生産と海外生産について
　　　スズキ㈱　松浦常務役員
　6）質疑応答
　　①スズキ各工場における今後の見通しについて
　　②地震災害に対策に関する計画について
　　③国内販売の他メーカーとの競合に対する会社の考え方について
　　④正月三が日稼動について

2012年　労連労使会議

スズキ㈱  佐藤 薫 常務役員

スズキ㈱  松浦 浩明 常務役員

＜会社側＞21名が参加 ＜組合側＞29名が参加



「願う」平和から「叶える」平和へ
つながろうNIPPON！

いよいよ定期大会シーズンです！
今期もみんなで力を合わせてガンバロー！

福祉カンパ金の使途

【広島】8月4日（土）～6日（月）

【長崎】8月7日（火）～9日（木）

連合は8月4日（土）、「核兵器廃絶2012平和ヒロシマ大会」を開
催し、全国から連合組合員など約6,500名が集まり、スズキ労連
からは山本中執（浜松パイプ労組）が参加しました。また、8月7
日（火）には、「核兵器廃絶2012平和ナガサキ大会」が開催され、
全国から連合組合員など約4,500名が集まり、スズキ労連から
は秋場副会長（平岡ボデー労組）が参加しました。
連合の古賀会長はヒロシマ平和大会での挨拶で「現在、日本
は核兵器廃絶に向けて『軍縮・不拡散イニシアティブ（NPDI）』
を主導し、国際的な取り組みを進めています。被爆者援護につ

いては、被爆二世・三世や被爆体験者への援護等、充実に向けた取り組みを進めていく。また、各地方連合会での原爆展の開催
や、語り部継承のための器材作成や、青年委員の研修会を通じた人材育成に通じた人材育成に向けた取り組みなどの活動も
実施していきます。今後もITUCや平和市町会議など、各団体との連携のもとで、核兵器廃絶と恒久平和の実現、そして被爆者
援護施策の充実に向け、積極的に取り組んでいく。」と決意を新たにしました。
また、ナガサキ大会では連合の南雲事務局長が挨拶し、「核兵器廃絶と恒久平和の実現を目指し、多くの非政府組織（NGO）
とも連携して職場や地域で粘り強く取り組んでいく」と強調した。被爆者の訴えとして、9日（木）の平和祈念式典で「平和の誓
い」を読み上げる長崎県被爆者手帳友愛会の中島正徳会長は
自らの被爆体験を語り、「戦争がなければ、核兵器さえなけれ
ば、こんな悲惨な状況は起りません。この命が続く限り、核兵
器廃絶と世界平和を訴え続けたい」と主張しました。
核兵器廃絶を求める署名をジュネーブの国連欧州本部に届
ける高校生平和大使も登壇し、「震災発生時に津波に追われて
死を覚悟したが、同じような思いをする人のいない、平和な世
界になってほしい。そういった思いを国連で伝えたい」との強
い決意が示されました。

原爆死没者慰霊碑 平和の語り部「被爆体験の証言」

核兵器廃絶2012平和ナガサキ大会

写真は昨年の第４０回定期大会

原爆落下中心地碑

◇日時　2012年9月16日（日）9:00 ～
◇場所　グランドホテル浜松　鳳中
◇内容　【報告承認事項】
　　　　　1）第40期活動経過報告
　　　　　2）第40期会計決算報告
　　　　　3）第40期会計監査報告
　　　　　4）会社統合に伴う加盟単組脱退および新規加盟承認
　　　　【議件】
　　　　　1）第41・42期役員定数・役員選挙の件
　　　　　2）第41・42期運動方針（案）の件
　　　　　3）第41期予算（案）の件
　　　　　4）顧問委嘱の件
　　　　　5）特別決議 第24回参議院議員選挙必勝決議（案）

★スズキ労働組合 第64回定期大会 9月23日（日）
★岐阜スズキ労働組合 第8回定期大会 10月 2日（火）
★スズキ部品製造労働組合 第1回定期大会 10月14日（日）
★スズキ販売労働組合 第7回定期大会 10月17日（水）
★ベルソニカ労働組合 第52回定期大会 10月20日（土）
★スズキ輸送梱包労働組合 第44回定期大会 10月21日（日）
★小楠金属・熱処理労働組合 第31回定期大会 10月26日（金）
★平岡ボデー労働組合 第51回定期大会 10月28日（日）
★スズキ部品秋田労働組合 第40回定期大会 10月28日（日）
★スニック労働組合 第33回定期大会 10月28日（日）
★浜松パイプ労働組合 第9回定期大会 10月28日（日）
★スズキ化成労働組合 第1回定期大会 10月28日（日）
★スズキ部品富山労働組合 第25回定期大会 11月 3日（土）
★スズキ新潟販売労働組合 第10回定期大会 未定

スズキ労連　加盟単組定期大会開催予定日

福祉カンパ福祉カンパ福祉カンパ

♥社会福祉施設・団体への車両および物品寄贈
1976年に全国85カ所の身体障がい者施設
に車いす、電動タイプライター等、養護老人
施設に電動リモコンベッド、ストレッチャー
等、知的障害児施設にトランポリン等の物品
を寄贈しスタートしました。1985年からは車
両寄贈もスタート。昨年の福祉カンパ金から
寄贈された車両は28施設28台、物品は42施設
270点となります。

♥「ナイスハートふれあいのスポーツ広場」の開催
自動車総連結成20周年を機に福祉カンパ金より(財)国際障がい者記念ナイスハー
ト基金に活動資金を拠出し、参加型福祉活動
として各県地方協議会の運営のもと「ふれあ
いのスポーツ広場」を開催しています。「綱引
き」「玉入れ」「大玉ころがし」などのスポーツ
を通じてハンディキャップを持った方々と
組合役員・組合員がふれあいを深める中から
「自立の心と思いやりの心を育むことを目的
として実施しています。本年は38の地域で開
催を予定しています。

♥その他福祉団体への支援
（1）「PHD協会(Peace health ＆ human development)への支援
（2）「日本青年奉仕協会への支援」
（3）「交通遺児等を支援する会(旧名称：交通遺児母の会)への支援　

♥連合・愛のカンパへの拠出
「人間の存在を脅かしている自由や平和の危機、人種に対する弾圧や飢餓で苦し
んでいる世界の多くの人々に対する積極的な支援」を行うため、組合員一人当たり
20円のカンパを拠出しています。

施 設 名：小松島市 手をつなぐ
 育成会 みやま園
 （徳島県小松島市）
寄贈車輌：エブリィワゴン
推 薦 者：スズキ販売労働組合
 自販徳島支部
 谷口 健二 支部執行委員長

施 設 名：岩手ワークショップ
 （岩手県盛岡市）
寄贈車輌：エブリィワゴン
 車いす移動車
推 薦 者：スズキ販売労働組合
 自販岩手支部
 紺野 玲児 支部執行委員長

施 設 名：朝霧荘（静岡県浜松市）
寄贈車輌：ワゴンR FX
推 薦 者：スズキ労連 政治顧問
 徳光 卓也

施 設 名：豊橋ひかり乳児院
 （愛知県豊橋市）
寄贈車輌：ソリオ X
推 薦 者：スズキ労働組合湖西支部
 河邊 洋充 支部長

2012年
自動車総連

2011年車両寄贈　うみねこ学園（青森県）

2011年ナイスハート菊川大会
JAW静岡地方協議会（菊川市民総合体育館にて）

毎年7月に展開させていただいている自動車総連福祉カンパ。今年も皆さまのご理解とご協力のもと、昨年を上回
るカンパ金が集まり、最終集計でスズキ労連合計5，242，975円となりました。
自動車総連・スズキ労連では、福祉社会の基盤は人間尊重と互助の精神に根ざした温かい思いやりの心と考え、労
働組合の立場から福祉活動に積極的に取り組んでいます。
組合員の皆さまから頂いたカンパ金がどのように使われているのかをご紹介します。

スズキ労連では9月より
下記4施設への車輌寄贈を

予定しています。

1

2

3

4

＜ご提供頂きたい品物＞
●衣　類 （新品に限る）、靴、
 バッグ
●日用品 （タオル、シーツ、石鹸、
 玩具、美術工芸品、
 食器　など）
●食料品 （生鮮食品を除き保存
 可能な物）

「交通遺児を支援する会」では、前身である交通遺児母の会の活動を継続し、
交通遺児のおられるご家庭にクリスマスプレゼントの助成金を得るため10月
28日(日)、東京・新宿にあるエステック情報ビル「エステック広場」において
「チャリティバザー」を計画しています。
スズキ労連ではこの活動を支援するために、今年もバザー提供品の募集をい
たします。皆さまからの温かいご支援を宜しくお願いいたします。

物品の提供は、9月26日(水）までにスズキ労連事務局へ!

特定非営利活動法人（NPO法人）

交通遺児等を支援する会
第9回 チャリティバザー第9回 チャリティバザー

ご協力ありがとう
ございました！

スズキ労連
第41回定期大会

連合 ２０１２
平和行動ｉｎ

広島・長崎に参加


